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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は解糖系に関与するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質はピルビン酸キナーゼであり、ホスホエノールピルビン酸からADPへのリン酸基の転移を触媒し、ATPとピルビン酸を生成します。このタンパク質は甲状腺ホルモンと相互作用することが示されており、甲状腺ホルモンによって誘導される細胞代謝効果を媒介する可能性があります。このタンパク質は、淋菌のヒト細胞への付着および侵入に関与する細菌外膜タンパク質であるOpaタンパク質に結合することが分かっており、このタンパク質が細菌の病原性において役割を果たしていることを示唆しています。いくつかの異なるアイソフォームをコードする、選択的スプライシングを受けた複数の転写バリアントが報告されています。[RefSeq提供、2011年5月]
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	-
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	PKMウサギモノクローナル抗体を1:1000で使用してHeLa、3T3-L1細胞抽出物のウエスタンブロット分析。
	

	AMRe86250 を 1:5000 で使用して、HCT116、RAW264.7 細胞およびラット筋肉組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe86250 で PKM を標識した HeLa 細胞の免疫蛍光分析。

